
さあ本番〝
スポーツの祭典とびうめ国体in遠賀
いよいよ開催が近づいた「雛掴とびうめ国体」。9月洞（日ト12日㈱

の夏季大会、全国からのお客さまを遍賀町へお迎えしまも

たくさんの出会いといい思い出をつくっていただくため笑顔でお客

さま透油迎えしましょう。
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擁護態薗クリヤな胱ホットなこ謁をプレゼント！ 
民泊家庭・花つくり・地域美化活動の話題 
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作葉　　ん　け
ら　で区　で　て虫
れ虫長す　の生
だ　生の　e花津
フ　津古　　い地
ラ　地野　　つ区
ワ　区貰　　ば　で
I　の失　　い　は
道表　さ　　運区
路玄ん　　動民
は　関　の　　が　を、に堤　　盛　あ

／
理
を
一
品
ず
つ
毎
日
作
っ
て

研
究
中
と
か
。
「
食
事
は
ふ
さ
枝

さ
ん
と
共
同
で
作
り
ま
す
。
メ

一
ニ
ー
に
は
果
物
や
野
菜
（
サ

ラ
ダ
）
を
必
ず
出
そ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

朝
食
の
時
に
選
手
の
体
調
が
わ

か
る
よ
う
に
食
事
の
時
は
一
軒

で
食
べ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
」
と
、

心
に
く
い
気
く
ぼ
り
。

「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
は
睡
眠

が
一
番
で
し
ょ
。
こ
の
辺
り
は

夜
に
な
る
と
革
も
人
も
通
ら
ず

静
か
だ
し
、
生
も
の
な
ど
に
当

た
ら
な
い
よ
う
に
気
を
使
っ
て

選
手
の
み
な
さ
ん
に
は
ベ
ス
ト

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
試
合
に
臨

ん
で
も
ら
い
た
い
わ
。
　
と
ふ

さ
枝
さ
ん
。

娘
さ
ん
の
柴
田
雑
技
さ
ん
も

「
緊
急
の
時
に
は
草
で
送
り

迎
え
ぐ
ら
い
は
し
て
あ
げ
た

い
。
」
と
大
切
な
お
手
伝
い
さ

ん
の
一
人
。

二
軒
で
協
力
し
て
の
民
活
で

は
、
ま
た
一
味
違
っ
た
選
手
た

ち
と
の
交
流
が
あ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
楽
し
み
で
す
ね
。

虫
生
津
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
器
露
謙
羅
謹
講
花

も
撤
去
し
て
花
を
構
え
て
い
る

そ
う
で
、
近
頃
で
は
霊
園
に
墓

参
り
に
行
く
人
が
「
き
れ
い
な

花
で
す
ね
。
少
し
分
け
て
く
れ

ま
せ
ん
か
。
」
と
尋
ね
る
ほ
ど

とか。花
の
お
か
げ
か
空
カ
ン
や
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
が
少
な
く
な

っ
た
と
地
区
の
人
々
も
喜
ん
で

い
ま
す
。

花
づ
く
り
は
み
ん
な
の
手
で
！
揃
謹
講
講
評
ま
す
。

長
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
の
間
に
サ

ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が

色
と
り
ど
り
に
咲
き
、
行
き
来

す
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

近
く
に
あ
っ
た
ゴ
ミ
捨
て
場

大
会
当
日
、
会
場
を
華
や
か

に
飾
る
花
を
心
を
込
め
て
育
て

て
い
る
の
か
新
町
の
み
な
さ
ん

です。新
町
区
で
は
、
花
つ
く
り
部

長
の
攫
坂
邦
宴
さ
ん
ら
三
人
を

中
心
に
、
二
十
七
組
（
全
組
）

か
ら
朝
夕
の
水
や
り
と
し
て
二

人
ず
つ
出
す
当
番
制
を
導
入
。

区
民
が
一
丸
と
な
っ
て
花
つ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
花
を
育
て
て
い
る
と
心
が
和

み
ま
す
ね
。
み
な
さ
ん
も
熱
心

な
方
ば
か
り
で
「
今
朝
、
雨
が

降
っ
た
で
す
け
ど
水
か
け
し
ま

す
か
。
」
な
ん
て
聞
い
て
こ
ら

れ
る
人
も
居
ま
す
よ
。
」
と
邦
彦

さ
ん
。
公
民
館
横
の
西
日
の
当

た
ら
な
い
場
所
で
育
て
ら
れ
て

い
ろ
花
た
ち
は
、
大
会
当
日
が

待
ち
遠
し
そ
う
で
し
た
。



園垂曇整露頭憂萎萎雲量萎

嚢露裏表雷撃馨
男子シングルスカルに出場する堅田剛影くん

、の名を全国に〝
▲一目1400本のオールを着き猛練普する、遠賀高校女子クルー

輔弼靴刀ア）、遠賀高校（少年好シェルフォア・少年男子シン勅ス勅が出場。

●遠賀高校クルーの紹介

fl

▲遠賀ローインククラブの2人を含む相同選抜チーム

遠
賀
高
校
ク
ル
ー

と
ぴ
う
め
の
よ
う
に

8
月
の
上
旬
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
籍
栗

か
ら
み
て
、
男
子
・
女
子
と
も
に
順
位
決
定
戦
へ
進

む
実
力
は
つ
け
て
い
る
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
漕
艇
場
は
他
の
漕
艇
場
と
違
っ
て
天
候
に

よ
っ
て
す
ぐ
に
風
と
波
が
た
つ
ん
で
他
県
の
選
手
は

き
っ
と
戸
惑
う
で
し
ょ
う
ね
。

こ
れ
か
ら
の
試
合
形
式
の
練
習
を
乗
り
切
り
、
地

の
利
を
得
れ
れ
ば
上
位
へ
食
い
込
む
こ
と
が
出
来
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

の
選
手
へ
の
一
言
ア
ド
バ
イ
ス

C
（
森
田
へ
）
　
「
艇
の
舵
は
た
の
ん
だ
ぞ
」
S
（
野

中
）
　
へ
　
「
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
ピ
ッ
チ
を
上
げ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
漕
げ
」
3
番
（
川
上
）
　
へ
　
「
い
い
漕
ぎ
方
を

し
て
い
る
の
で
期
待
し
て
い
る
」
2
番
（
藤
川
）
　
へ

「
何
も
考
え
ず
3
年
生
に
つ
い
て
い
け
L
 
B
（
岡
崎
）

へ
　
「
ラ
ス
ト
2
0
0
M
は
お
ま
え
が
引
っ
ぼ
っ
て
い

け
ば
勝
て
る
」
謎
（
堅
田
）
　
へ
　
「
何
が
あ
っ
て
も
最

後
の
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
な
」

福
岡
選
抜
（
成
年
男
子
ナ
ッ
ク

ル
フ
ォ
ア
）
も
有
力
候
補
。

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
は
今
年
の
国
体
を

最
後
に
姿
を
消
す
種
目
で
す
。
そ
の
最

後
を
飾
る
べ
く
、
我
々
福
岡
選
抜
の
ク

ル
ー
は
、
最
高
の
メ
ン
バ
ー
を
そ
ろ
え

試
合
に
臨
む
つ
も
り
で
す
。
悔
い
の
な

い
レ
ー
ス
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。●
コ
ッ
ク
ス
…
本
多
　
徹
（
三
菱
化
成
）

福
岡
県
漕
艇

競
技
選
抜
ク

ル
ー
の
紹
介

◎
成
年
男
子
監
督

緒
方
正
信
（
三
菱
化
成
）

●

ヘ

ッ

ド

コ

ー

チ
広
漠
美
英
（
新
日
鉄
）

●
コ
ー
チ
　
筋
田
信
義
（
三
菱
化
成
）

内
局
　
宏
（
新
日
鉄
）

◎
成
年
女
子
監
督

芹
沢
邦
雄
（
三
菱
化
成
）

●
コ
ー
チ
　
片
桐
正
司
（
三
菱
化
成
）



とびうめ国体前夜祭
（亘）㊥平越年9月8的18：00－（小雨決行）

＠⑰遠賀総合運動公田クラウンド

⑦㊥②⑦④
ii議遠賀太鼓　　18：00－18：40

歳コーラス（こもれぴ〉18：40－19：05

鞘五月みどりショー19：15－20：00

日町民総踊り　　20：00－20：30
（町民鋼・国傷害扇・炭坑副

鞘花火大会　　　20：30－21：00

前夜祭のメインは、町民総踊り
踊り子1，000人造成を．〈／
＊踊り子の対象一年齢、性別は問わない。
＊踊り子の服装一可能な限りユカタとするが、

統一するものではない。家庭にあるユカタで
かまわない。

＊踊り子の搬送一各区（広渡小学校区を除く、
道宮含む）会渇内駐車均の許可を受けた自家
用車で搬送してください。

当日は、会場周辺の混雑が予
想されます。次のことを守っ
てください。
＊広渡小枝区（道官を除く）は会場まで徒歩
＊広波小校区以外（道官、町外者含む）マイカー
で来渇するお客の駐車場は、広波小グラウン
ド、役掲駐車鯨を使用して会椙まで徒歩。

＊会場内駐車娼
400台を各区（広渡小枝区を除く、道宮含む）
に、世話割で按分した台数に、駐車券を配布
し、自家用車の駐車を許可する。この許可奉
で民泊の選手団並び（こ踊り子等の搬送に当て
る。舎許可車は、駐車券を助手席側の外部か
ら確認出来る所に備え付けること。

＊駐車（こ際しては、ガードマン、塔内整理係の

指示に従って駐車し、事故の無いように注意
すること。

●町民鰐躍り動具調回と会場駐車場畦章鯵配布相国
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●遠賀選抜クルーの紹介
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す。 

墓室董重義
▲少年

満船遠賀
地元からは

遠賀選捌

「
夏
」
　
「
水
」
　
「
川
」
と
く
れ
ば
ポ
ー
ト
と
遠
賀
町
で
あ
り
、

そ
の
町
民
を
代
表
し
て
と
び
う
め
国
体
に
成
年
男
子
S
F
（
シ
ェ

ル
フ
ォ
ア
）
で
出
場
す
る
我
遠
賀
選
抜
ク
ル
ー
は
新
日
鉄
2
人
、

三
菱
化
成
2
人
、
遠
賀
町
役
場
1
人
（
内
八
幡
工
業
高
校
O
B
4

人
）
の
福
島
君
を
中
心
と
し
た
若
者
の
ク
ル
ー
で
す
。
練
習
も
最

終
段
階
に
入
り
、
遠
賀
川
、
瀬
板
池
で
毎
日
一
本
の
オ
ー
ル
に
全

精
力
を
注
ぎ
、
体
力
の
限
界
近
く
ま
で
も
く
も
く
と
漕
ぎ
続
け
て

い
ま
す
。
国
体
で
は
決
勝
戦
に
必
ず
駒
を
進
め
町
民
の
期
待
に
応

え
漕
艇
遠
賀
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
ろ
う
と
ハ
リ
キ
ッ
て
い

ま
す
。
試
合
の
時
は
町
民
の
み
な
さ
ん
の
応
援
が
選
手
に
と
っ
て

大
き
な
活
力
と
な
り
ま
す
。
艇
が
増
々
進
み
ま
す
よ
う
に
、
大
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 実

力
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

上
位
入
賞
に
大
き
な
期
待
。

成
年
男
子
チ
ー
ム
監
督

緒
方
　
正
信

（
三
菱
化
成
）

●
整
調
…
犬
丸

●
3
番
…
魚
本

●
2
番
…
川
原

●
パ
ウ
…
高
上

京
治
（
新
日
鉄
）

高
宏
（
自
衛
隊
芦
屋
）

淳
一
（
福
散
大
院
生
）

克
也
（
伊
方
小
教
諭
）

▼
成
年
男
子
舵
手
付
フ
ォ
ア

遠
賀
選
抜

▼
成
年
男
子
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア

福
岡
選
抜

▼
成
年
男
子
舵
手
無
ペ
ア

S
坂
本
達
彦
（
三
菱
化
成
）

B
野
尻
光
春
（
三
菱
化
成
）

▼
成
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

S
今
泉
春
樹
（
三
菱
化
成
）

S
高
田
　
卓
（
三
菱
化
成
）

▼
成
年
女
子
舵
手
付
フ
ォ
ア

C
森
川
明
子
（
三
菱
化
成
）

S
畑
山
多
佳
子
（
九
大
生
）

3
緒
方
暁
子
（
京
都
女
子
大
）

2
諸
岡
一
笑
（
新
日
鉄
）

B
小
出
患
部
（
一
三
菱
化
成
）

▼
成
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

S
宮
原
　
蛮
（
千
葉
大
生
）

B
久
森
敦
子
（
三
菱
化
成
）

▼
少
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

S
堅
田
剛
彰
（
遠
賀
高
校
）

▼
少
年
男
子
シ
ェ
ル
フ
ォ
ア

舞
鶴
高
校

▼
少
年
女
子
シ
ェ
ル
フ
ォ
ア

遠
賀
高
校



醸1．1撥鱗

＿国

●自動車運転免許証更新時
の簡素化講習の対象者が
拡大されました。

◆斬しく対象となった人
①　初めての更新者で運転免許取得後、無事故無

道反の人
②　前回の更新において、簡素化講習の対象者で

あった人のうち、過去3年以内の違反行為が1
回であり、違反点数が3点以内の軽微な違反で
あった人

◆従来からの対象者
2回目以降の更新者で更新前3年間無事故無違

反の人
◆実　簡　時　期
運転免許証の有効期間の末日が平成2年9月1

日仕）以後の運転免許保有者の更新から実施します。

詳しいことは、警察本部交通部運転免許課にお
尋ねください。
○警察本部運転免許課　℡092－641－4141（代表）

内線3214“3215

1交通安全協会会員のみなさんへ
平成2年度特別講習会開催

◆練習内容
1．特別講師による交通安全講義
2．交通安全映画

◆特　　典　更新時講習免除
●受講者で、運転免許の更新が－年以内の方

は「特別講習清」として試験場での更新時講
習（2時間）が免除されます。

◆金具証・免許柾を御持参ください。
◆と　　き　9月28日陰）午後6時30分－9時まで

◆と　こ　ろ　遠賀町中央公民館

諺
窮
。
試
験

平
成
3
年
度
福
岡
県
農
業

大
学
校
学
生
募
集

●
学
科
と
募
集
定
員
）
・
農
業
自
営
科

…
0
0
人
・
農
業
指
導
料
…
2
0
人
●
受
験

資
格
）
高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
平
成

3
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
な
ど
●
試

験
日
）
平
成
3
年
2
月
8
日
（
金
）
午

前
9
時
0
0
分
か
ら
●
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
）
〒
8
1
8
筑
紫
野
市
大
字
青
木

字
笹
粟
7
6
7
番
地
　
福
岡
県
農
業
大
学
校

℡

0

9

2

（

9

2

5

）

2

4

0

3

平
成
3
年
度
川
内
職
業
訓
練

矩
期
大
学
校
学
生
募
集

当
校
は
、
労
働
省
所
管
の
雇
用
促
進

事
業
団
が
設
置
・
運
営
す
る
職
業
訓
練

短
期
大
学
校
で
す
。
設
備
の
充
実
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
費
も
年
間
1
8
万
8

千
円
（
入
学
金
不
要
）
と
な
っ
て
お
り

現
在
九
州
各
県
か
ら
の
学
生
が
勉
学
に

励
ん
で
い
ま
す
。

●
募
集
定
員
）
固
機
械
シ
ス
テ
ム
系
…

若
干
名
団
電
子
・
情
報
シ
ス
テ
ム
系
…

若
干
名
●
応
募
資
格
）
平
成
3
年
3
月

高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
で
学
業
成
績

が
優
秀
で
学
校
長
が
責
任
を
も
っ
て
推

薦
で
き
る
人
●
願
書
受
付
期
間
）
1
0
月

2
9
日
（
月
）
か
ら
日
月
1
2
日
（
月
）
ま

で
●
試
験
日
）
Ⅱ
月
鉛
白
（
木
）
●
試

験
会
場
）
川
内
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
〒
鵬
－

舵
鹿
児
島
県
川
内
市
高
城
町
2
5
2
6

川
内
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
学
生
課
℡

0

9

9

6

（

2

2

）

2

1

2

1

福
岡
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
社
職
業
調
練
生
募
集

福
岡
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、

全
く
就
職
経
験
の
な
い
障
害
者
の
人
や

職
場
の
基
本
的
ル
ー
ル
が
身
に
つ
い
て

い
な
い
人
な
ど
を
対
象
に
福
岡
ワ
ー
ク

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
社
を
設
置
し
、
実
際
の

職
場
に
近
い
状
態
で
適
所
作
業
を
す
る

職
場
準
備
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
内
容
）
職
場
の
基
本
的
ル
ー
ル
を
身

に
つ
け
る
、
基
本
的
な
作
業
遂
行
力
や

生
産
控
を
身
に
つ
け
る
な
ど
●
訓
練
期

間
）
職
業
準
備
訓
練
期
間
は
8
週
間
で

定
員
は
1
期
ご
と
に
原
則
と
し
て
0
0
人

と
し
ま
す
。
1
0
月
鉛
白
（
月
）
か
ら
彫

月
Ⅱ
日
（
金
）
ま
で
●
申
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
）
福
岡
障
害
者
職
業
セ
ン
タ

ー
℡
0
9
2
（
6
6
2
）
4
3
3
1

平
成
3
年
震
福
岡
高
等
技

術
専
門
校
学
生
慕
集

団
募
集
科
目

●
高
卒
以
上
コ
ー
ス
（
1
年
）

空
調
シ
ス
テ
ム
科
、
印
刷
デ
ザ
イ
ン

科
、
亀
子
計
算
機
科
、
電
気
設
備
科

●
高
卒
以
上
コ
ー
ス
（
2
年
）

自
動
車
工
学
科

●
中
卒
以
上
コ
ー
ス
（
2
年
）

総
合
建
築
科

●
職
業
脆
換
コ
ー
ス
（
一
舷
求
職
者
）

総
合
建
築
科
（
1
年
）
O
A
ビ
ジ
ネ

ス
科
、
経
理
事
務
科
（
6
カ
月
）

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

田
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
市

東
区
千
早
4
丁
目
独
－
1
県
立
福
岡

高
等
技
術
専
門
校
℡
0
9
2
（
6
8

1

）

0

2

6

1

1
9
9
0
年

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

講
習
会
案
内

★
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

九
月
八
日
（
土
）
か
ら
九
月
十
日
（
月
）
ま

で
の
三
日
間
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
、
定
員
十
名
▼
受
講
料
（
縄
寅
）
　
二

千
円申

込
は
九
月
一
日
ま
で
に

★
半
自
動
溶
接
検
定
準
備
（
学
科
）

九
月
二
十
九
日
（
土
）
と
九
月
三
十
日

（
日
）
の
二
日
間
、
土
曜
日
は
午
後
一
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
、
日
曜
日
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
定
員
十
名
▼
受
講

料
（
絶
賛
）
　
二
千
円

申
込
は
九
月
二
十
二
日
ま
で

【
注
】
　
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
定
員
に
な
り

次
第
申
込
を
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ
先

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
　
開
発
援
助

誤
　
審
6
4
1
－
4
9
0
6



た引：凧は心耳て祝せ小も
国民年金生か㍉塙睦へのゴ轍、

平成2年10月8日（月）13時－

9日㈹15時

福岡厚生年金スポーツセン
ター　宗像郡福間町4560－2
℡0940（42）2105

平成2年11月28日㈱13時－
29日㈱15時

国民年金保養センター太宰府
太宰府市連歌屋3丁目8－1
℡092（925）5801

各班とも75名（先着順）
7．000円（宿泊代・食事料込）

第2班
のと　き

②ところ

第3班
のと　き

のところ

の定　置
の受繍料
の調度内容

年金制康についてわかりやすく解
説される年金講座、吉野ヶ里にみる
古代の九州についての教養講座、社
交ダンスまたは文章教室の趣味の講
座、健やかな身体を維持するための
健康講座などを予定しています。

②申し込み・問い合わせ先
福岡県国民年金協会℡092（622）6398

〒812福岡市博多区東公園7－7

●‾7、＼

お
馳
㊧
芭

婦
人
の
た
め
の
ワ
ー
プ
ロ

技
術
練
習
会

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
で
は
、
就
業
希
望
の
婦
人
を
対

象
に
ワ
ー
プ
ロ
離
習
会
を
開
催
し
ま
す

希
望
さ
れ
る
人
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
料
目
）
簿
記
（
初
級
）
・
ワ
ー
プ
ロ

●
定
員
）
5
0
人
●
繍
習
期
間
）
m
月
1
2

日
（
金
）
か
ら
日
月
2
9
日
（
木
）
ま
で

の
2
1
日
間
（
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
）

●
愛
機
時
間
）
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
の
l
日
5
時
間
●
愛
機
料
）
無

料
（
た
だ
し
教
材
費
は
受
難
者
負
担
）

●
会
場
）
北
九
州
市
小
倉
北
区
井
堀
5

丁
目
1
－
3
「
福
岡
県
立
北
九
州
勤
労

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
」
　
●
受
付
期

間
）
9
月
1
7
日
（
月
）
～
1
8
日
（
火
）

●
申
込
み
方
法
）
　
（
電
話
で
の
申
し
込

み
時
に
面
接
日
を
指
定
し
、
面
接
後
に

選
考
）
●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）

飯
禄
高
新
立
岩
8
－
1
「
福
岡
県
婦
人

就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所
」
℡
0

9

4

8

（

2

3

）

4

1

5

6

福
岡
県
立
小
倉
聾
学
校

の
教
育
相
談

福
岡
県
立
小
倉
聾
学
校
で
は
、
聴
覚

に
障
害
を
も
つ
お
子
さ
ん
を
対
象
に
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

灸
対
照
者
》

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
た
め
、

●
は
な
し
が
通
じ
に
く
い

●
は
な
し
て
い
る
言
葉
が
は
っ
き
り
し

な
い

●
発
音
が
じ
ょ
う
ず
に
で
き
な
い

な
ど
、
こ
と
ば
の
発
達
や
、
発
音
、

発
語
で
お
困
り
の
乳
幼
児
・
児
童
・
生

徒
〔
教
育
相
餓
〕

週
に
1
～
3
回
程
度
、
相
談
者
及
び

保
護
者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

灸
柏
駿
の
内
容
＞

●
聴
力
の
程
度
の
測
定

●
こ
と
ば
の
発
達
の
程
度
の
検
査

●
補
聴
桃
の
特
性
検
査
と
フ
ィ
ッ
テ
ィ

ン
グ

●
家
庭
で
の
こ
と
ば
の
育
て
方
（
は
な

し
か
け
方
、
聞
か
せ
方
）
な
ど

灸
経
費
＞

●
教
材
噴
の
み
実
費

※
な
お
、
指
導
に
は
、
揃
遷
さ
れ
た
指

導
計
画
に
基
づ
く
個
人
指
導
を
中
心
に

専
門
教
師
が
当
た
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

北
九
州
市
小
倉
北
区
三
郎
丸
2
丁
目

9
－
1
福
岡
県
立
小
倉
製
学
校
教
育
相

談
係
℡
0
9
3
（
9
2
1
）
3
6
0
0

ご
存
じ
で
す
か
′
交
通
遺
児

幕
へ
の
育
成
賞
金
貸
付
け

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

交
通
造
児
等
を
対
象
に
義
務
教
育
終
了

ま
で
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
）
自
動
車
事
故
で
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
り
、
働
き
手
に
重
度
の
後
遺

障
害
が
残
っ
た
り
し
た
た
め
に
生
活
に

お
困
り
の
ご
家
庭
の
子
女
（
中
学
卒
薬

ま
で
）
　
●
貸
付
額
）
一
時
金
1
3
万
8
千

円
、
月
額
l
万
7
千
円
、
入
学
支
度
金

3
万
8
千
円
（
小
・
中
学
校
入
学
時
）

●
返
済
期
間
）
中
学
卒
業
後
2
0
年
以
内

（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る
場
合
は

卒
業
ま
で
猶
予
）
●
問
い
合
わ
せ
先
）

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡
主
管

支
所
業
務
課
℡
0
9
2
（
4
5
1
）
7

4
5
歳
か
ら
の
能
力
開
発
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

定
年
退
職
後
の
再
就
職
等
に
備
え
て

自
己
啓
発
の
た
め
、
専
門
学
校
等
が
実

施
す
る
通
学
制
・
通
信
制
の
教
育
訓
練

を
受
請
す
る
4
5
歳
か
ら
餌
歳
ま
で
の
雇

用
保
険
被
保
険
者
に
対
し
て
経
費
の
一

部
を
宙
援
助
成
す
ろ
制
度
で
す
。

●
支
給
額
）
4
5
歳
か
ら
の
歳
…
教
育
訓

練
施
設
に
支
払
っ
た
合
計
額
の
4
分
の

l
の
額
（
5
万
円
ま
で
）
5
0
歳
か
ら
蝕

歳
…
前
記
の
合
計
額
の
2
分
の
l
の
額

（
1
0
万
円
ま
で
）
※
奨
励
金
の
支
給
を

受
け
る
人
に
は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り

ま
す
詳
し
く
は
暗
譜
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
●
問
い
合
わ
せ
先
）
福
岡
屈
用
促
進

セ
ン
タ
ー
℡
0
9
2
（
4
3
1
）
3
7

最
新
の
住
ま
い
づ
く
り
の
請
軸
は

．
9
0
綱
田
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー
で

（
財
）
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
で

は
福
岡
県
と
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店

と
の
共
催
に
よ
り
、
最
新
の
住
ま
い
づ

く
り
の
情
報
を
一
堂
に
集
め
た
．
9
0
福
岡

ホ
ー
ム
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
菜
し
く
だ

さい。
●
と
き
）
1
0
月
5
日
（
金
）
か
ら
7
日

（
日
）
の
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
6
時
ま

で
（
た
だ
し
、
7
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
）
旧
県
庁
舎
跡
地
（
福
岡
市

中
央
区
天
神
）
　
●
内
容
）
新
築
・
増
改

築
の
設
計
相
談
、
最
新
の
住
宅
設
備
・

建
材
類
の
展
示
、
公
的
住
宅
の
情
報
展

示
な
ど
●
問
い
合
わ
せ
先
）
県
建
築
住

宅
セ
ン
タ
ー
℡
0
9
2
（
6
5
1
）
1

o
o
1
5

初
心
善
向
け

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

夜
間
の
涼
し
い
ひ
と
と
き
を
白
球
を

追
っ
て
い
い
汗
か
い
て
見
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
し
て
み
た
い
な
あ

と
思
う
あ
な
た
に
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り

方
か
ら
ゲ
ー
ム
が
楽
し
め
る
ま
で
わ
か

り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

●
と
き
）
9
月
1
4
日
（
金
）
か
ら
の
毎

週
火
・
金
曜
日
（
計
1
0
回
）
午
後
7
時

か
ら
午
後
9
時
ま
で

●
と
こ
ろ
）
総
合
運
動
公
園
内
テ
ニ
ス

コ

ー

ト

●
受
持
料
）
6
千
円
（
初
回
納
め
）

●
受
付
締
切
）
9
月
8
日
（
土
）

●
そ
の
他
）
教
室
終
了
者
の
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
へ
の
入
会
希
望
者
に
は
入
会
金
免

除
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
永
松
政

利
（
新
町
）
℡
（
2
9
3
）
0
8
5
4



お綻びと訂正

7月25日発行の8月

行事予定表の中での
8月28日付け、総合

検診の対象はもれ者

ではなく遠賀Iii区の

誤りです。なお、もれ

者対象の総合検診は
9月29日に行います。

●　●　●　●　●　●　●　●

そ料内持対場時期
の　　　参集
他全容晶者所同　日

回田園田〇四日田圃田園

軽い症状は冷やす

どうして歯をみがくの・・・

鞄腱康相
子一々で、

◆と　き＝9月16日（日）午前9

時～午後2時まで

◆ところ＝芦屋町中央公民館

◆内　容＝

1）コンピューターコーナー

①コンピューターによる歯周

病（歯槽膿漏）の自己診断

③コンピューターグラフィ

ックによるむし歯の進行

と治療

2）検診コーナー

①子供のむし歯の検診

②成人の歯周病（歯槽膿漏）

の検診

3）歯磨き指導コーナー

①子供の歯磨き指導
＊むし歯のお話

＊歯垢（プラーク）の染出

しテスト

＊RDテスト（むし歯の

なりやすさテスト）

（ら成人の歯磨き指導

＊歯周病（歯槽膿漏）の説

明と歯磨き指導
4）フッ素のイオン導入（フ

ッ素塗布）コーナー

5）歯垢（プラーク）を顕微鏡

で観察コーナー

6）相談コーナー

①小児歯科

⑦歯科矯正

人）ぅごき
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総
合
検
診
に
つ
い
て

総
合
検
診
が
左
記
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
診
内
容
な
ど
は
役
場
保
健
衛

生
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
遠
賀
川
区

8
月
2
8
日
（
火
）
9
時
～
Ⅱ
時

1
3
時
～
1
5
時

町
公
民
館
別
館

な
お
、
脚
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
釣
銭
未

満
）
の
み
受
診
さ
れ
た
人
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
直
接
撮
影
の
必
要
の
あ
る
人

の
み
通
知
し
ま
す
。

乳
　
児
　
相
　
談

9
月
4
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
釦
分

中
央
公
民
館
　
和
室

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定

無
料

4
カ
月
児
の
乳
児
は
小
児

ガ
ン
の
検
査
セ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
す
。

総
合
検
診
の
結
果
通
知

検
診
の
結
果
通
知
の
発
送
は
、
受
診

さ
れ
て
か
ら
l
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す

が
、
2
か
月
過
ぎ
て
も
通
知
が
な
い
と

き
に
は
、
役
場
保
健
衛
生
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

や
け
ど
は
、
傷
の
深
さ
に
よ
っ
て
一
度
、

二
度
、
三
度
と
分
類
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

お
湯
が
か
か
っ
て
赤
く
な
っ
て
、
と
リ
と
り

す
る
程
度
の
や
け
ど
は
一
度
で
す
。

一
度
で
も
や
け
ど
は
痛
い
も
の
で
す
が
、

酸
や
ア
ル
カ
リ
な
ど
の
化
学
剤
以

た
り
し
た
や
け
ど
が
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
皮

膚
の
表
面
だ
け
で
な
く
、
皮
膚
の
深
い
と
こ

ろ
ま
で
傷
が
及
ん
で
い
る
の
で
す
。

手
当
て
は
一
度
の
場
合
と
同
じ
で
、
ま
ず

冷
や
す
こ
と
で
す
。
水
泡
は
絶
対
に
破
っ
て

外
の
や
け
ど
で
し
た
ら
、
お
医
者

さ
ん
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
こ
と

は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

手
や
足
の
小
さ
い
や
け
ど
な
ら
、

洗
面
器
な
ど
に
氷
を
入
れ
た
な
る

べ
く
冷
た
い
水
を
用
意
し
、
そ
の

中
に
つ
け
て
冷
や
し
ま
す
。
と
き

ど
き
出
し
て
は
様
子
を
み
て
、
痛

み
の
と
ま
る
ま
で
繰
り
返
し
続
け

ま
し
ょ
う
。

水
道
の
水
を
か
け
て
も
結
構
で

す
が
、
画
接
水
が
あ
た
る
と
痛
い

も
の
で
す
。
濡
れ
た
タ
オ
ル
を
患

蔀
に
あ
て
た
り
、
く
る
ん
だ
り
す

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

は
い
け
ま
せ
ん
。
水
泡
を
無
理
に

破
っ
た
り
、
皮
を
切
り
取
っ
た
り

す
る
と
、
や
け
ど
の
傷
邸
が
残
る

原
因
に
な
り
ま
す
。
も
し
破
れ
て

も
、
皮
は
切
り
取
ら
ず
、
傷
口
に

残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

痛
み
が
な
く
な
っ
た
ら
、
乾
い

た
ガ
ー
ゼ
を
傷
口
に
あ
て
、
包
帯

を
し
ま
す
。

衣
類
に
火
が
つ
い
て
燃
え
上
が

っ
た
り
、
熱
湯
の
中
に
落
ち
た
り

す
る
な
ど
の
大
や
け
ど
が
、
三
度

の
や
け
ど
で
す
。
皮
膚
が
む
け
、

傷
が
皮
下
組
織
ま
で
達
し
て
い
ま

す。

こ
の
場
合
は
冷
や
さ
な
い
で
、
清
潔
な
シ

丸
い
水
泡
が
で
き
る
、
俗
に
い
う
「
火
ぷ
　
I
ツ
や
ガ
ー
ゼ
で
包
み
、
救
急
車
を
呼
び
ま

く
れ
」
は
、
二
度
の
や
け
ど
で
す
。
タ
バ
コ
　
し
ょ
う
。

の
火
が
手
に
つ
い
た
り
、
天
ぷ
ら
油
が
は
ね


